
今
定
例
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
六
三
三
〇
万
九

〇
〇
〇
円
を
は
じ
め
、
特
別

会
計
の
補
正
予
算
が
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会

で
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
の
主
な
内
容
は
、
民
生
費

で
は
、
社
会
福
祉
基
金
へ
積

み
立
て
る
た
め
の
指
定
交
付

金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。
衛

生
費
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
分
担
金
等
を
計
上
し

ま
し
た
。
商
工
費
で
は
、
利

用
者
の
増
加
に
よ
り
中
小
企

業
信
用
保
証
料
補
助
金
等
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。
土
木

費
で
は
、
花
と
緑
の
ふ
れ
あ

い
拠
点
（
仮
称
）
整
備
事
業

の
進
捗
に
伴
う
外
周
道
路
整

備
の
た
め
の
工
事
費
等
を
計

上
し
ま
し
た
。消
防
費
で
は
、

女
性
消
防
職
員
の
職
域
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
改

修
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
、
一
般

会
計
の
予
算
総
額
は
、
七
三

四
億
八
一
四
六
万
九
〇
〇
〇

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

債
務
負
担
行
為
で
は
、
都
市

計
画
道
路
平
塚
山
下
線
の
事

業
化
に
向
け
た
、
平
塚
市
土

地
開
発
公
社
に
よ
る
物
件
移

転
補
償
の
た
め
の
資
金
融
資

に
対
す
る
債
務
保
証
を
措
置

し
ま
し
た
。

先
般
、
長
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た

と
し
て
栗
田
己
好
議
員
（
平

塚
な
で
し
こ
２１
議
員
団
）、

小
林
保
雄
議
員
（
平
塚
な
で

し
こ
２１
議
員
団
）の
両
氏
が
、

県
知
事
か
ら
神
奈
川
県
地
方

自
治
功
労
者
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

議
会
で
は
、
今
定
例
会
最

終
日
の
冒
頭
に
議
長
か
ら
受

章
の
披
露
が
あ
り
、
同
僚
議

員
が
祝
辞
を
述
べ
、
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
平

成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
七
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
給

付
を
県
内
全
市
町
村
が
加
入

す
る
広
域
連
合
で
行
う
こ
と

と
な
り
、
神
奈
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
を

定
め
る
た
め
の
協
議
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
市
長
か
ら
議
会
の
議
決

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
本
議
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
十
八
年
市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十
一
月

二
十
八
日
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
、
会
期
二
四

日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
天
城
山

荘
の
宿
泊
施
設
等
を
伊
豆
市
へ
引
き
継
ぐ
た
め
「
平

さ
と

塚
市
市
民
休
養
の
郷
宿
泊
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
や
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
一
九
案
件
が
市
長

か
ら
提
案
さ
れ
、報
告
を
除
く
一
八
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、

平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
に
在
職
す
る
市
長
、
助

役
等
に
係
る
退
職
手
当
を
削
減
す
る
「
平
塚
市
特
別

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
平
塚
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
今
後
一
〇
年
間
に
支
給
す
る
特
別
職
等

の
退
職
手
当
を
削
減
対
象
と
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す

る
修
正
案
を
委
員
が
提
出
し
、
審
査
の
結
果
、
修
正

案
は
否
決
し
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
本

会
議
最
終
日
に
は
、
再
度
委
員
会
と
同
内
容
の
修
正

案
を
議
員
が
提
出
し
、
審
議
の
結
果
、
修
正
案
を
否

決
し
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
の
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査

を
行
っ
た
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お

よ
び
病
院
事
業
の
各
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
等
に

よ
り
地
方
分
権
が
進
展
し
、

本
格
的
な
地
方
主
権
の
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。

自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
治
め

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
昨
年

本
市
で
は
、
自
治
の
基
本
ル

ー
ル
を
定
め
た
平
塚
市
自
治

基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
民
・

行
政
・
議
会
の
三
者
が
協
働

す
る
こ
と
で
、
真
の
自
治
社

会
が
形
成
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

さ
て
、
行
政
改
革
に
当
た

り
、
本
市
議
会
で
は
、
議
会

も
聖
域
化
す
る
こ
と
な
く
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
定
数
を
削
減
し
ま

し
た
。
本
市
で
は
市
庁
舎
の

建
て
替
え
や
ご
み
処
理
広
域

化
な
ど
の
諸
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
議
会
も
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
に
向
け
全
力
で
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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審議の概要一
般
会
計
補
正
予
算

六
三
三
〇
万
円
余
を
追
加

７５
歳
以
上
の
医
療
は
新
た
な
制
度
へ

広
域
連
合
設
置
に
向
け
規
約
を
協
議

古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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紙 面 の 構 成 の
ご 案 内

１２月定例会 議案の審議結果……１面
行財政全般…………………………２面
行財政全般・経済…………………３面
福祉・安心安全……………………４面
行政一般……………………………５面
決算〈決算特別委員会〉…………６面
発言通告……………………………７面
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